家庭礼拝　2010年4月28日　使徒言行録第6章　最初の執事
　賛美歌12　尊きわが神よ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌79　わが主よ、ここに集い
起

5章では、財産を供に分かち合い、共同生活をして、理想的に営まれていたかに見えた初代教会でありましたが、そこには教会の内にも外にも大きな問題がたくさんありました。先週の箇所には、アナニアとサフィラのように信仰が浅く神様を欺くものが出てしまいましたが、教会に集められた信徒は、ユダヤ人、外国人、貧しいもの、豊かなもの、信仰の深いもの、浅いものなどいろいろな人たちで占められていました。これを一つにまとめていくのは並大抵ではないのです。その上、内側だけではなく、外側からもこの初代教会を良しとしない、伝統的なユダヤ教徒が周りにはたくさんいたのでした。今日の6章では、その、内側の問題と外側の問題の代表的なものが一つずつ上げられているのです。教会は何時の時代でも理想的なものではありませんでした。いろいろな人たちがおり、いろいろな問題をはらみつつ、それでも召されたものたちが、祈りつつ、その問題に押しつぶされることなく、取り組んでいった歴史であるともいえます。
承

先ず最初に、教会の内側の問題が語られています。一節では、
使 6:1　そのころ、弟子の数が増えてきて、ギリシア語を話すユダヤ人から、ヘブライ語を話すユダヤ人に対して苦情が出た。それは、日々の分配のことで、仲間のやもめたちが軽んじられていたからである。
使徒達の奇跡と、宣教によって、弟子達はどんどん増えて行ったようです。その中にはギリシャ語を話すユダヤ人もいたしヘブライ語を話すユダヤ人もいました。この事は何を意味するかと言うと、ギリシャ語を話すユダヤ人というのは、生粋のユダヤ人ではなく、ギリシャや外国に暮らしていて、何代か経って、もう母国のヘブライ語すら忘れてしまった、ユダヤ人達の子孫です。混血も多かったと思います。生活習慣も違っていたと思います。ですから、ユダヤ人と入ってもほとんど異邦人なのです。
ヘブライ語を話すユダヤ人というのは生粋のユダヤ人です。ユダヤの伝統と信仰を守り、異邦のものは穢れたものとして、忌み嫌ってきた人々です。ですからこの生粋のユダヤ人と異邦人のユダヤ人とがうまくやっていけなくとも当たり前なのです。一緒にいることが不思議なのです。そしてついに問題が起こりました。この共同体では、必要なものが日々分配されていたのですが、その分配に問題が起こりました。ギリシャ語を話すユダヤ人達から、ヘブライ語を話すユダヤ人に対し苦情が出たのです。それは、ギリシャ語を話すユダヤ人のやもめの分配が軽んじられていると言うことでした。分配が少なかったり、無かったりしたのかもしれません、生粋のユダヤ人は異邦人を軽蔑していたり、優越感を持っていたので、そのようなことが弱いやもめのところでしわ寄せが現れてきたのかもしれません。これに対して、使徒達は次のような対策をとることにしました。2節です。
使 6:2　そこで、十二人は弟子をすべて呼び集めて言った。「わたしたちが、神の言葉をないがしろにして、食事の世話をするのは好ましくない。
使 6:3　それで、兄弟たち、あなたがたの中から、“霊”と知恵に満ちた評判の良い人を七人選びなさい。彼らにその仕事を任せよう。
使 6:4　わたしたちは、祈りと御言葉の奉仕に専念することにします。」
初代教会では、大事なことを決めるのに、全員が集まる総会で決めていたようです。弟子を全て集めて話をしました。教会にとって、一番大切なのは、神の言葉に奉仕することです。使徒達は、それをまず優先することにしました。ですが、教会を秩序あるものにするために、生活の問題に対しても対処しなければなりません。そこで、実務的な仕事をする補助的な人々を選ぶことにしました。これが、今の執事に当たる人々であることはご存知のとおりです。その執事の選択基準は、霊と知恵に満ちた評判の良い人、と言うことであり、その7人を選ぶことにしました。この霊と知恵に満ちた評判の良い人、と言うのはどのような人でしょうか。霊に満ちた人というのは、祈りの人、神様と通じている人だと思います。知恵に満ちた人というのは、この世の問題を、適切に処理できる人なのだと思います。そして評判の良い人というのは、正直で、公平で、人々に仕える人だと思います。使徒達は、そのような提案をし、自分たちは祈りと御言葉の奉仕に専念することにすると宣言しました。今の牧師達が、この使徒的な役割を担っているものとすれば、牧師は祈りと説教に専念し、それ以外のことは、長老や執事に任せると言うのが、本来的な役割分担ということになるのではないでしょうか。これがうまく行かないと、教会の働きそのものが、弱くなってしまうでしょう。それがうまく行っている教会とうまく行っていない教会で、差が出てくるようになります。
話は戻って、使徒達はこのような提案をすると、教会員たちはそれに同意しました。5節です。
使 6:5　一同はこの提案に賛成し、信仰と聖霊に満ちている人ステファノと、ほかにフィリポ、プロコロ、ニカノル、ティモン、パルメナ、アンティオキア出身の改宗者ニコラオを選んで、
使 6:6　使徒たちの前に立たせた。使徒たちは、祈って彼らの上に手を置いた。
このようにして、7人が選ばれ、使徒達によって按手を受けました。この7人の人たちの名前は、全てギリシャ語の名前で、ユダヤ語の名前は無いのだそうです。初代教会の人たちは、ユダヤ人、異邦人の差別無く、使徒たちが言ったように、霊と知恵と評判の良い人たちを選んだのだと思います。その結果が、ギリシャ語の名前の人たちということになり、キリスト教が、ユダヤ人だけではなく、世界へと開かれているものとして、受け止められていたのではないかと思います。6節では、
使 6:7　こうして、神の言葉はますます広まり、弟子の数はエルサレムで非常に増えていき、祭司も大勢この信仰に入った。
と書かれていますから、この改革は、うまく行きますます発展していくようになりました。その結果、祭司も大勢この信仰に入ったとさえ書かれています。この様にエルサレムでもイエスキリストの教えは幅広く受け入れられたのですから、ユダヤ教がなくなるかと思えばそうではありませんでした。結局ユダヤ教はエルサレムに残り、キリスト教がヨーロッパ全土に広がったことを考えると不思議でなりません。これもまた神様の計画なのでしょう。この不思議を覚えて神様を賛美するものです。
転

もう一つの問題は、外側の問題です。保守的なユダヤ人たちとの対立です。7人の執事の中で、ステファノは特に目覚しい働きをしていました。8節です。
使 6:8　さて、ステファノは恵みと力に満ち、すばらしい不思議な業としるしを民衆の間で行っていた。
ステファノには、御言葉を語ることだけではなく、すばらしい不思議なわざとしるしを行うことが出来たようです。これはおもには、癒しを行ったということだと思います。このような能力は、使徒達だけではなく、それを信じる信仰者達にも受け継がれていったのです。

そして、それを苦々しく思っているユダヤ人達が立ち上がって、ステファノと議論をしたと書かれています。ところが、ステファノは知恵と霊とによって語るので、歯がたたなかったと書かれています。聖書では、11節です。
使 6:11　そこで、彼らは人々を唆（そそのか）して、「わたしたちは、あの男がモーセと神を冒涜する言葉を吐くのを聞いた」と言わせた。
使 6:12　また、民衆、長老たち、律法学者たちを扇動して、ステファノを襲って捕らえ、最高法院に引いて行った。
使 6:13　そして、偽証人を立てて、次のように訴えさせた。「この男は、この聖なる場所と律法をけなして、一向にやめようとしません。
ここで思い出すのは、イエス様が捕らえられ、最高法院に引かれていったときのことです。同じようにモーセと神を冒涜するもの、と言われ、最高法院に引いていかれ、偽証人を立てて、罪に陥れようとしたわけです。最高法院に引いていかれたのは、イエスも、使徒も、ステファノも同じです。ですが使徒だけが、助けられ、イエス様とステファノは殺されてしまいます。何がこうさせるのかは分かりませんが、全てが神様の御心なのでしょう。最高法院では、ステファノを陥れるために次のように証言されました。ステファノは全ての運命を受け入れる覚悟でいたようです。その顔はさながら天子の顔のように見えたとかかれています。14節です。
使 6:14　わたしたちは、彼がこう言っているのを聞いています。『あのナザレの人イエスは、この場所を破壊し、モーセが我々に伝えた慣習を変えるだろう。』」
使 6:15　最高法院の席に着いていた者は皆、ステファノに注目したが、その顔はさながら天使の顔のように見えた。
ステファノは、それに近いことを言ったのでしょうが、人々は決してその真意を理解することは出来ませんでした。イエス様は、この場所を破壊するといったのではなく、「一つの石もここで崩されずに、他の石の上に残ることは無い。」とその滅びる姿を示しただけでした。参考に、マルコ13章1,2節の箇所を読んでみましょう。
マコ 13:1　イエスが神殿の境内を出て行かれるとき、弟子の一人が言った。「先生、御覧ください。なんとすばらしい石、なんとすばらしい建物でしょう。」
マコ 13:2　イエスは言われた。「これらの大きな建物を見ているのか。一つの石もここで崩されずに他の石の上に残ることはない。」
そしてイエス様は終末の予言をするわけです。それは、救いが、ユダヤ人だけでなく、世界中の人々の救いへと向かうことを意味していたのです。ステファノの顔には、何の恐れも感じられませんでした。それどころか、まるで天子の顔のように見えたのです。私達が、恐れを突き抜けて、神様への信仰に深く結ばれるとき、聖霊は私達を深い信頼と愛へと導き、その顔が天子のようになるのだと思います。私達も、この天使の顔を与えられるように。神様との深い交わり、信頼の世界に住むことを許されたいと思います。
結

今日の箇所には二つの問題がありました。一つは教会の内側の問題で、生きるための現実的問題への対処です。あれもしなければならない、これもしなければならないと言う風な状況になってきたときの問題です。私達には個人的に執事がいるわけではないですので、自分で一人二役をすることになります。それは、第一に、生活の問題よりも、祈りと御言葉に仕える事を第一優先する。第二に、もし現実的な生活の問題がでてきたなら、霊と知恵を用いて、正直、公平に処理していく、と言うことが教えられているわけです。これが教会生活をするときの原則になるわけです。私達が、信仰生活をするときにも、果たしてどうであったのかをもう一度振り返ってみる必要があるのかもしれません。
　次に、教会の外側の問題です。外側には、教会を非難し、引き下ろし、教会の力をそごうとする勢力があるということです。それに対しては、イエス様もステファノもとった態度が必要です。それは逆らわないことです。そして深く神様に結びついて、信頼し、天子のようになるということです。それが自然ににじみ出て、誰もがそれとわかるような信仰を持つことが大切かもしれません。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。私達の生活の周りには、内にも外にもいろいろ問題がありますが、どうかそれらに惑わされること無く、信仰を第一にして、あなたを信頼し、あなたに委ねて生きていくことが出来ますように。落ち着いた、清い生活をし、心から清められて、美しい生活をしていくことができますように。来週は神山教会での礼拝と聖餐式が与えられることを楽しみにしております。神様どうか私達の信仰が守られ、強められて、あなたと供にある信仰生活をしていくことができますように。私達の祈りは小さいものですが、あなたがそれを認められるとき、世界をも変える大きな力になります。神様、使徒たちが、祈りの生活を優先したように、私達もまた、祈りの生活を大切にしていくことができますように。そして一人ひとりの幸せのために、祈り続けていくことが出来ますように。一人ひとりの救いを願い求めていくことが出来ますように導いてください。
今日の恵みに感謝し、この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆ステファノたち七人の選出
使 6:1　そのころ、弟子の数が増えてきて、ギリシア語を話すユダヤ人から、ヘブライ語を話すユダヤ人に対して苦情が出た。それは、日々の分配のことで、仲間のやもめたちが軽んじられていたからである。
使 6:2　そこで、十二人は弟子をすべて呼び集めて言った。「わたしたちが、神の言葉をないがしろにして、食事の世話をするのは好ましくない。
使 6:3　それで、兄弟たち、あなたがたの中から、“霊”と知恵に満ちた評判の良い人を七人選びなさい。彼らにその仕事を任せよう。
使 6:4　わたしたちは、祈りと御言葉の奉仕に専念することにします。」
使 6:5　一同はこの提案に賛成し、信仰と聖霊に満ちている人ステファノと、ほかにフィリポ、プロコロ、ニカノル、ティモン、パルメナ、アンティオキア出身の改宗者ニコラオを選んで、
使 6:6　使徒たちの前に立たせた。使徒たちは、祈って彼らの上に手を置いた。
使 6:7　こうして、神の言葉はますます広まり、弟子の数はエルサレムで非常に増えていき、祭司も大勢この信仰に入った。
◆ステファノの逮捕
使 6:8　さて、ステファノは恵みと力に満ち、すばらしい不思議な業としるしを民衆の間で行っていた。
使 6:9　ところが、キレネとアレクサンドリアの出身者で、いわゆる「解放された奴隷の会堂」に属する人々、またキリキア州とアジア州出身の人々などのある者たちが立ち上がり、ステファノと議論した。
使 6:10　しかし、彼が知恵と“霊”とによって語るので、歯が立たなかった。
使 6:11　そこで、彼らは人々を唆して、「わたしたちは、あの男がモーセと神を冒涜する言葉を吐くのを聞いた」と言わせた。
使 6:12　また、民衆、長老たち、律法学者たちを扇動して、ステファノを襲って捕らえ、最高法院に引いて行った。
使 6:13　そして、偽証人を立てて、次のように訴えさせた。「この男は、この聖なる場所と律法をけなして、一向にやめようとしません。
使 6:14　わたしたちは、彼がこう言っているのを聞いています。『あのナザレの人イエスは、この場所を破壊し、モーセが我々に伝えた慣習を変えるだろう。』」
使 6:15　最高法院の席に着いていた者は皆、ステファノに注目したが、その顔はさながら天使の顔のように見えた。
◆ステファノの説教
使 7:1　大祭司が、「訴えのとおりか」と尋ねた。
